










































































































































































(1) (2) (3) (4) (5) 
1 年 
知 る <知識> 
おかやまボランティア論 ◎     
おかやまボランティア演習 ○ ◎ ○   
おかやまを学ぶ ◎ △    
２ 年 
学 ぶ <協働> 
地域再生実践論 ○ △    
地域協働演習 ○ ◎ ◎ ○  
３～４年 
高める <実践> 
地方自治論 ○    ○ 
地域インターンシップ ◎ ◎ ◎ ○ ○ 
企業の組織と活動 △   △ ○ 
起業の条件 △   △ ○ 
チームガバナビリティ演習  ◎ ○ ◎ ◎ 
エンジニアリング演習  ◎ ○ ◎ ◎ 
















































評価者／評価方法 Ａ　活動日誌 Ｂ 受入先の評価 C　担当・巡回教員の評価 D　事後学習 Ｅ　最終レポート
代表教員 ◎ ○ ◎
担当教員 ◎ ○ ◎ ◎
サポート教員 ○ ○ ○ ○
受入先スタッフ ◎
評価割合 30 % 10 % 10 % 10 % 40 %
(1) ボランティア原理である主体性、自主性、創造性
　　の涵養 (1) B (1) C (1) D
(2) 地域（「おかやま」）を理解する (2) D (2) E
(3) 社会人基礎力の涵養（前に踏み出す力、考え抜
  く力、チームで働く力の3つの能力） (3) B (3) C
(4) 学士力の涵養（活動を通して課題を発見し，チー
  ムで解決できる） (4) C (4) D
(5) ボランティア活動の実体験を通して、どのような地
  域課題があるかを認識する (5) A (5) B (5) E
(6) ボランティア活動の実体験を通して、他者との協

























































評価者／評価方法 Ａ　活動日誌 Ｂ 受入先の評価 C　担当・巡回教員の評価 D　事後学習 Ｅ　最終レポート
代表教員 ◎ ○ ◎
担当教員 ◎ ○ ◎ ◎
サポート教員 ○ ○ ○ ○
受入先スタッフ ◎
評価割合 30 % 10 % 10 % 10 % 40 %
(1) 地域住民やNPOとの協働を通して、地域資源を




(2) Ａ (2) B (2) C (2) D (2) E
(3) これまでに修得した学部・学科の専門性が、どの


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 Assessment Rubrics Development in Exercises 
 
Hideki KASAGI  
Kumiko SAKAE  Katsumi SAKAKIBARA Kenji IWAMITSU  
 
Abstract：Central Council for Education’s Report (2012) presented that promoting 
students’ proactive learning and introducing a fair, objective evaluation of learning 
achievement in each lesson are urgent issues. However, few assessment rubrics are 
widely utilized in Japanese higher education, including at our university.  
In this paper, I discuss practical knowledge and problems that I have recognized 
through the development process, showing the purposes and methods in order to 
develop a common rubric for Okayama Sosei-gaku (a course on the revitalization of 
Okayama) since the 2017 school year. 
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